
 

 

 
●と き ２０２２年４月２９日(金) １１時００分～ 

●ところ ハートピアローフク（配信場所） 

●運 営 WEB開催 

 

1 開 会 連 合 青 森 事 務 局 長 大 澤 祥 宏

2 主 催 者 代 表 挨 拶 連 合 青 森 会 長 塩 谷 進

3 来 賓 挨 拶 青 森 県 知 事 三 村 申 吾

立憲民主党青森県総支部連合会

代 表
田 名 部 匡 代

国民民主党青森県総支部連合会

代 表
榛 葉 加 津 也

青 森 県 民 社 協 会 会 長 一 戸 富 美 雄

4 メーデー宣言発表 連 合 青 森 会 長 代 行 山 内 裕 幸

5 閉 会 連 合 青 森 会 長 事 務 局 長 大 澤 祥 宏

6 団 結 ガ ン バ ロ ー 連 合 青 森 会 長 塩 谷 進

7 抽 選 会
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主 催  日本労働組合総連合会青森県連合会（連合青森）・連合青森全地域協議会 

 

『８時間は労働に、８時間は睡眠に、そして８時間は自由な時間に』 

●メーデーとは 

5月 1日のメーデー（May Day）は、古くからヨーロッパでは「夏の訪れを祝う日」とされ祝日とされて

きました。 

 一方で、低賃金と長時間労働に苦しめられていた米国の労働者がゼネラルストライキ（全国的な規模で

行われる労働争議）を行ったのが 1886年の 5月 1日で、彼らは翌年以降も 5 月 1日にゼネストを実施。

この動きが世界の労働組合に広まり、1890 年 5 月 1 日に第 1 回国際メーデーが多くの国で開催されま

した。これが今に続く「労働者の祭典」としてのメーデーの起源となったのです。 

 日本では 1920 年 5 月 2 日に第 1 回メーデーが東京・上野公園で開かれました。 第二次世界大戦中

は政府により開催が禁止されましたが、戦後、労働組合の活動再開とともに再び開かれるようになり、日

本の労働者の地位や労働条件の向上、権利拡大をはじめ、人権・労働基本権の確立、民主主義の発展、恒

久平和の希求に深く貢献し、その役割を果たしてきました。現在のメーデーは、米国の労働者が労働条件

の改善を訴えたその想いを受け継ぎつつ、働く仲間とお互いをねぎらい、たたえ合いながら、家族や地域

の皆さんにも楽しんでもらえる一大イベントとして世界中で愛されています。 

 



 

 

 

第 ９ 3 回 メ ー デ ー ス ロ ー ガ ン 

 

一人ひとりが尊重される 多様性を認め合う社会をめざし 

みんなが輝く未来をつくろう！ 

 

メ ー デ ー 宣 言 (案) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本日、私たちは第 93回メーデー青森県中央祭典を開催した。多くの仲間が集うメーデ

ー開催は 3年ぶりとなる。 

日本のメーデー100年となった 2020年から今日に至るまで、新型コロナウイルス感

染症により、人と人との接触が制限されてきた。未だ収束の見通しは立たないものの、本

日こうして多くの仲間が結集することができた。働くことの尊厳を守り、働く者の多様な

思いを集結させるメーデーに際して、「つながること、団結すること」の重要性を再確認

し、この喜びを皆で分かち合おう。 

 

国内に目を向けると、激甚化・頻発化する自然災害をはじめ、私たちの生活に多大な影

響を及ぼし続ける感染症、そして浮き彫りとなった社会的セーフティネットの脆弱性や深

刻化するさまざまな格差が、今なお社会に大きな痛みを与えている。 

特にコロナ禍は社会の脆弱さと不条理を明らかにした。だからこそ私たちは、自己責任

の「自助」ではなく、支え合い・助け合いの「公助」と「共助」に重きを置く。その実現

のためにも、ジェンダー平等はもとより、多様な価値観・背景を持つさまざまな人たちの

社会対話をさらに進めよう。 

 

他方、世界に目を転じたとき、決して看過できないことがある。今から 2ヵ月前、ロシ

アがウクライナへの軍事侵攻を開始した。独立国の主権とそこに暮らす人々の生活を踏み

にじり、平和と秩序を武力によって破壊する暴挙を断じて許してはならない。 

さらに、ミャンマーでの市民弾圧など、人類普遍の価値たる人権を、今なお侵害し続け

る国も存在する。今こそ私たちは、平和・人権・環境・労働が守られる、自由で民主的な

世界の構築に向け、国際連帯を深めていこう。 

 

今この時も、私たちの生命・生活、そして社会を懸命に支え続けている数多くの働く仲

間がいる。社会を支え続ける仲間たち、すべての働く仲間の奮闘を互いに称えつつ、誰一

人取り残されることのない社会、一人ひとりが尊重される多様性を認め合う社会をめざ

し、みんなが輝く未来を、力をあわせてつくっていこう。 

以上、ここに宣言する。 

 

2022年 4月 29日 

第 93回メーデー青森県中央祭典 



 

連合青森 2022 春季生活闘争要求・妥結状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保 田 武 利

電話　017-722-7514

金 沢 秀 樹 中 野 隼

斉 藤 隆 太 関 保

中 村 一 明 高 橋 博 幸

鈴 木 久 雄 沢 辺 毅

赤 坂 嘉 宣

袴 田 昭 大 佐 々 木 正

八戸市江陽３-1-100　電話　0178-43-0251 岩手県北上市鍛冶町１-３-７　電話　0197-65-7092

　三沢市中央町一丁目2-15　電話  0176-53-3571 　青森市奥野一丁目2-1　電話  017-774-2187

JEC 連 合 青 森 地 方 連 絡 会 JAM 青 森 岩 手 県 連 絡 会

事 務 局 長 会 長

八戸市河原木字浜名谷地76　電話  0178-28-2993 青森市柳川一丁目2-74　電話  017-781-0876

全 駐 留 軍 労 働 組 合

青 森 地 区 本 部
全 水 道 青 森 県 支 部

執行委員長　 永　　井　　紀　　昭 執行委 員長

基 幹 労 連 青 森 県 本 部 Ｊ Ｒ 総 連 青 森 県 協 議 会

委 員 長 議 長

委 員 長 議 長

青森市本町3-3-11　電話　017-722-7529 青森市橋本2-1-6　電話　017-723-4236

弘前市大字境関1-1-7　電話　0172-28-2640 青森市長島4-21-2　電話　017-732-4566

全 国 交 通 運 輸 労 働 組 合 総 連 合

青 森 県 支 部
情 報 労 連 青 森 県 協 議 会

青森市港町2-12-19　電話　017-744-2073 青森市堤町1-7-24　電話　017-734-3421

自 動 車 総 連 青 森 県 協 議 会 運 輸 労 連 青 森 県 連 合 会

議 長 執行委 員長

青 森 県 電 力 総 連
日 本 郵 政 グ ル ー プ 労 働 組 合

青 森 連 絡 協 議 会

会 長 議 長

Ｕ Ａ ゼ ン セ ン 青 森 県 支 部 第26回参議院議員選挙に勝利しよう！

支 部 長 自  治  労  青  森  県  本  部
青 森 市 中 央 一 丁 目 1-29 青 森 日 商 連 ビ ル 3 Ｆ

中央執行委員長 　佐　藤　英　司

 

１．全体（民間23産別・187組合/21,226人） 2022年4月20日現在
要求組合数 要求組合率 要求額・率(加重) 妥結組合数 妥結組合率 妥結額・率(加重)

2022 100組合 53.48% 7,443円・3.56% 71組合 71.00% 4,753円・2.41%
2021 103組合 55.08% 7,975円・3.49% 68組合 66.01% 4,024円・1.71%

前年比 ▲1.60㌽ ▲532円・0.07㌽ 前年比 4.99㌽ 729円・0.70㌽

２．地場労組（13産別・117組合/11,057人）　
要求組合数 要求組合率 要求額・率(加重) 妥結組合数 妥結組合率 妥結額・率(加重)

2022 60組合 48.00% 8,233円・4.37% 37組合 61.66% 5,213円・2.56%
2021 57組合 45.60% 8,479円・2.87% 30組合 52.63% 4,783円・2.24%

前年比 2.40㌽ ▲246円・0.54㌽ 前年比 9.03㌽ 430円・0.32㌽

＜連合青森2022春季生活闘争妥結歯止め水準＞
今後妥結する全ての組合は、
①賃金カーブ維持分+賃上げ分「額4,600円程度(率2.0%程度)」を確保する。
②賃金カーブの算定が困難な組合、または3,200円に満たない組合は、賃金カーブ維持分「額3,200円(率2.0%程度)」+賃上げ分
　　「額4,600円(率2.0%程度)」を確保する。【総額で7,800円または率で4.0%程度】
③賃金改善の取り組みと並行し、長時間労働の是正、職場における均等・均衡待遇実現、60歳以降の処遇のあり方など、
　 年休取得の促進、職場における男女平等の実現、雇用安定の取り組み強化を進める。  



 

 
 

 
 


